
    

様式様式様式様式 CCCC----7777----2222    

自己評価報告書自己評価報告書自己評価報告書自己評価報告書    

平成２１年 ４月３０日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
研究分野：可換環論 
科研費の分科・細目：数物系科学・数学・代数学 
キーワード：密着閉包、代数群 
 
１．研究計画の概要 
代数群が作用する可換環の群の作用で不変
なイデアルについて、それらの各種の環論的
閉包操作によって、不変性が保たれるかどう
かを論ずる。具体的には、根基、整閉包、密
着閉包、フロベニウス閉包、プラス閉包につ
いてこの問題を議論する。 
 
２．研究の進捗状況 
現在までに、代数群がスキームに作用したと
きの同変層に関する基本的な事項と、局所コ
ホモロジーの同変化について明らかとなり、
目標に近づきつつある。具体的に、これまで
の成果を個別に述べると、 
（１）同変層の基礎理論 
同変層の概念は D. Mumford の仕事にさか
のぼるが、彼の定義では圏論的な取り扱いに
不向きであり、代数群（あるいはもっと一般
に群スキーム）G がスキーム X に作用する
ときに、G と X から構成される亜群（一種
のスキームの図式）上の同変層として捉える
ことにより、Hom, テンサー、順像、逆像、
ねじれ逆像などの関手の構成と、それらの基
本性質の証明が可能となった。とりわけ、ね
じれ逆像を用いた Grothendieck 双対性の
一般化と、ねじれ逆像のさまざまな場合の記
述（固有な場合、開埋入の場合、順滑な場合、
有限な場合、平坦次元有限の場合、正則埋め
込みの場合）に成功した。応用として、有限
群が多項式環に線型に作用するときの不変
式環の Gorenstein 性に関する渡辺敬一の
定理の一般化に成功した。 
（２）同変局所コホモロジー 
大渓正浩氏との共同研究による。（１）の研
究内容を踏まえ、同変層の上の関手として、

同変局所コホモロジーを定義し、その基本性
質を論じた。応用として、線型簡約群が
Cohen-Macaulay スキームに作用し、アフィ
ンな幾何学的商が存在するとしたときその
商も Cohen-Macaulay になる、という定理
を得た。 
（３）その他 
簡約群が多項式環に線型に作用し、その多項
式環が良いフィルター付けをもつならば、そ
のボレル部分群のユニポテント根基による
不変式環は強F正則であることの証明に向け
て考察を重ねた。 
 
３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している。 
理由：根基、整閉包については群が順滑な場
合には決着がつき、いわゆるフロベニウス射
を用いて得られる密着閉包、フロベニウス閉
包が問題として残っている状態であるが、同
変層について整備できたことが大きく、達成
状況としては順調であると考えられる。研究
期間内に当初の目標を達成する見込みであ
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
残り研究期間は約１年であるが、まとめとし
て、密着閉包とフロベニウス閉包が潤滑群ス
キームの作用で同変性を保つかという問題
を中心に考察する。 
また、新たに関連するフロベニウス写像の問
題として、射の F 純性が問題になっているの
で、この問題も合わせて考察することにより、
当初の目標を達成できるものと考えている。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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